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　一
般 に着桟操船に お い て 、操船者は、明確な尺度を

意識 しな い もの の 、安全性、効率等を常に配慮し て操

船 を行 う。しか し、この安全性の とらえ方 は 主観 的判

断 に よ る もの で あ り、そ の 基準 も操船者に よ り ま ち ま

ち とな る 。 そ し て、ベ テ ラ ン 船長 の ように 経験 に 裏打

ちされた操船技術がない 場合、どうして も安全性を 重

視 した消極的な操船とな り、結果 として 効率の 悪い 操

船 とな っ て しまう可能性が あ る 。 言 い 換え る な らば、

ベ テ ラ ン 船長は、多 くの 経験 に よ り船舶 の 操縦性能 の

限界を知 り抜 い て い る た め に、そ の限界操船に適切な

安全 マ ージ ン を付加 して、ス ム
ーズ な操船 を行 っ て い

る と考 え られ る 。 だ とす れ ば 、 工学的 に操船 の 最適化

を探求す る ア プ ロ ーチ として 、船舶 の 操縦性能 の 限界

に よ る操船を 1 つ の 操船基準と し て 得 る こ とは、操船

の 最適化 の 第
一

ス テ ッ プで ある と考えられ る 。 そ こで 、

ひ と まず安全性に つ い て は、考慮 せ ず、単純 に港 内を

航行 して い る船舶を最短時間 で 着桟さ せ る操船方法に

つ い て検討を試み た 。

　本稿 で は、ある中型練習船を対象に、任意定点へ 最

短時間で停止す る操船方法を数値的に導出す る方法 を

紹介し、幾何学的 に最短時間操船方法を解析 し、そ の

特性 を解説 した 。 ま た、風外乱下で の 最短時間操船方

法を系統的 に導出し、最短 時間操船方法が い か に合理

的操船方法 で あ るか の 解説 も加えた 。 そして 、最後 に

実船 で の 最短時間停止操船 の 例を 示 し 、 そ の 有効性と

今後の問題点を示 した。

旅客船におけるバ リアフ リ
ー

の現状と技術的課題
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　障害者や高齢者 が 、旅行や離島の 生活の 足 と して 旅

客船の 現実的な利用を実現す る ために 、旅客船の バ リ

ア フ リ
ー
化 が 必要 と され て い る 。 建物、公共 夕一ミ ナ

ル、鉄道 ・バ ス ・タクシ ー車両等に関して は、す で に

バ リア フ リー設備に関す る ガ イ ド ライ ン が設けられ設

備の 拡充が な さ れ て きた。一
方、旅客船に っ い て は、

昨年 5 月 に 成立 した 「交通バ リ ア フ リー法」 に お い て 、

旅客船の 構造及び設備 の 基準 が示 され た 。 しか し、動

揺等 の 旅客船特有 の 技術課題に つ い て は 未解決 で あ

る 。

　大阪府立 大学や、当所で は 、 そ れ ぞ れ、利用者 や 事

業者へ の 調査を お こ ない 、数 と して は ま だ少な くて も 、

利用す る意志の あ る障害者 と、そ れ に 応 え よ う と努力

して い る事業者が あ り、法律の 整備や、旅客船特有の

問題、非常時の 対応策等を解決 して 、バ リア フ リー旅

客船 の あ り方 の 提示が要望 され て い る現実を明ら か に

した 。

　一
方、当所 で は、国土交通省海事局安全基準課が実

施 した国内定期旅客船の バ リ ア フ リー調査を集計 し、

旅客船の 現状に つ い て 分析 した。平成12年 3 月現在の

日本 国内 の 定期航路旅客船 は、20 トン 未満が 369隻、20

トン 以上が 719隻 で 、合計 1，088隻。大 きさ、構造、運

航形態、乗下船装置 も様 々 で 、一
口 に 旅客船 の バ リ ア

フ リー化 と言 っ て も、一
概 に 対応で き な い こ とが 明 ら

か に な っ た 。
バ リア フ リー設備 の 現状 と して は、20 ト

ン 以上 の 旅客船 で 、身体障害者用 トイ レ及びエ レ ベ ー

タ の両方を備えて い るの が25隻 （20 トン 以上 で 二 層以

上 の 甲板 を 有す る船の 4．8％）、身体障害者 トイ レ の み

は80隻 （20トン 以上 で トイ レ を 有 して い る船 の 1L7 ％）

等厳 しい 現状 で あ る 。

　 旅客船 の バ リ ア フ リー
の 技術的課題 と し て は、乗下

船 の 安全 の 確保、コ ーミ ン グ解消、船 内移動 の 段差解

消、視覚障害者 の た め の 全体構造 の 容易な把握、視覚・

聴覚障害者 へ の 情報伝 達 、肢体不 自由者 の 安全 を 確保

で き る床面仕上げ等 で あ る。さらに 緊急時に は、旅客

船側 か ら の 障害者 の 位置の 把握、障害 に 応 じ た避難法

の 確保、船員 の 非常時対応等が 必要で あ る 。 当所で は、

こ の うち、「段差等に よ る 移動制約 の 緩和 」
「
視覚 ・聴

覚障害者へ の 情報提供手法」
「車い す の 船内移動に関す

る研 究 」 の 課 題 に つ い て 取 り組 ん で い る。
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